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AbstractColors

　have 　a 　direct　influence　on 　people
’
s　feelings　and 　are 　intimately　connected 　to　their　lives．　The 　purpose　of　this

study　is　to　ana 【yze　the　effect　of　colors 　on 　the　Iiving　environment 　to　enhance 　comfortable 　environment ．　The

fluctuation　of　heartbeat　and 　brainwaves　were 　measured 　as 　an 　index　to　estimate　the　autonomic 　nerve 　response 　and

central 　nerve 　response 　evoked 　by　color　spaces ．　The 　an 烈 ysis　was 　made 　using 　the　SD 　method （Semantic

Differential　method ）．

An　experiment 　was 　conducted 　in　a　six−mat −apartment （2．35× 3．28× 2．30m3：  with 　six　different　colors 　appl沿d　to

the　carpets ，　walls 　and 　curtains ，　to　determine　the　psychological　and 　physiological　effects　of　the　colors 　on 　people．

Results　 indicate　that　yellow　and 　off−white 　 raise α brainwave 　activity　and 　enhance 　factors　Qf ”
relaxation 　and

evaluation
‘‘

wQrking 　on　a　parasympathetic冂erve 　response ，

Warm 　colors 　emphasize 　the　factors　of “
activ辻y

”
and

“the　warmth 　and 　coolness 　of　coloビ
’．　The 　HFingredient 　and 　1！f

fluctuation　were 　measured 　and 　results 　indicate　that　those　colors 　cause 　a　pleasant　stimulation 　in　the　body　o賛 he

sublect ，　The　effect　o「cool 　colors　is　slight．

The　study 　suggests 　that　it　is　important　to　balance　the　factors　of “
reiaxation 　and 　evaluation

”
with 　those　of“activity”

and
“
the　warmth 　and 　coolness 　Qf　color

”to　maximize 　comfort 　using 　in　an 　interior　space ．

Keywords：color　space ，α wave ，1／f　fluctuation，　fluctuation　of　the　heartbeat，SD　method ．

要　旨

　色は、人の感情に直接働きかける力があ り、人とは深い関わ りがある。色の効果 を生活の中に取 り入札 快適

な環境を作る こ とを目的と した 。

　マ ン シ ョ ン の
一

室6 畳 （235x3 ．28 × 2．30m3 ）カ
ーペ ッ ト、壁、カ

ー
テ ン の 色を 6色に変化させ、実空間の

中で色が人 間に与え る心 理的、生理的作用 を調べ た。生理的には心拍変動と脳波の α 波含有率を調 べ 、心理的作

用の 解析にはSD 法を用いた。

　黄、オフ ホワ イ トは、α 波 含有率が高値を示 し、副交感神経 活動側に傾き 「くつ ろ ぎ ・評価性」の 因子の関与

を高める 。 暖色系の色は、「活動性」と 「寒暖」の因子の関与が高く、HF成分、］／fゆらぎがみ られ生体 に快い 興

奮状態 が生 まれ、快適 性を高める ことが示唆された 。 寒色系の 色の 効果は乏 しい 。空間の色の快適性 には 「くつ

ろぎ 信平価1生」、「活動性」及び
・
「寒暖」因子のバラ ンスが重要であることが示唆された 。

キーワー ド　室内色空間　 α 波　 1！fゆらぎ　心拍変動　SD 法
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1．緒言

　近年、私たちの生活環境下 では、精神的不 安感や

プ レ ッ シ ャ
ーな ど の ス トレ ス に悩む人達が増加し て

お り社会的な 問題 とな っ てい る 。 日頃多 くの 色 に囲

まれて生活 して い るが、色は人の 感
ll

青に直接働きか

ける力があ り、人 とは深 い 関わ りをも っ て い る。色

の作用 によ っ て精神的負荷を緩和 ・除去する方法を

模索するものである 、，

　筆者 ら
1
〕

は先に光色彩朿1」激に対する心理評価をSD

法に よ り、人 体反応の 生理的 な評価を 自律神経活動

と中枢神経活動の測定よ り行 っ た 。 光色刺激の属
「1生

の相違および面積の大小が及 ぼす心理的 ・生理的反

応を基礎 的 ・系統的に 調べ た結果、人 間の 感 情や生

体に影響があることが認められた。

　本研究では、色が人間に与える心理的、生理的作

用を踏まえ、色の 効果を生活の 中に取 り入れ、快適

な環境を造るための色の調整 をする こ と で ある。こ

のような視点に基づき、生活環 境に適切な色を選択

することを圉的として実験を試みた 。

　生活環境 の心理 的、生理的研 究に関 して は、既往

の研究がい くつ かある。具体的な対象物を室内に取

り入れ、脳波や SD 法を用い て 研究されて い る 。 橋本

ら
の

による室 内の 窓や植栽 ・絵画が脳波など に及ぼ

す影響を研究 した例や仁科ら
〕’

による観葉植物、花、

香りの 効果を脳波とSD 法で 解析して い る研究例があ

る。また、鹿戸ら
d 〕

による住宅の くつ ろぎ空間の色

彩につ い て心理的手法によ り研究 している 。

　今回の研究で は、6畳の 部屋の カーペ ッ ト、カ
ー

テ

ン 、壁紙を各色 で 調整 し、こ れが人間に与える生理

的作用 を調 べ るため 、脳波と心 電を測定 した、また 、

心理状態を調べ るために、形容詞 対を用いた SD 法を

実施 した 。生 理的反応評価と心理評価を比較検討 し、

日 々 の ス トレ ス を軽減 し、快適 な生活 を目標に して

解析を試み た。こ れ らか ら、基礎的に調べ た光色刺

激の効果 と実空間環 ±竟の色との 間の関係の相異を知

る こ とは大変興味深 い 。 これ らの 関係よ り快 い実生

活空間 の 色に つ い て 検討 した。

成された生活空間を6種類の色刺激で統一
した 。 これ

らの色は筆者 らの 研究
b

であ る 「色彩刺激に対する

心理的評価と生理 反応評 価」の 結果 、脳波の α 波含

有率が 高い色を選 定 し基 準色と した 。 色の 選定 に際

する留意点は、無刺激な色で はなく、ある程度朿1」激

の あ る色を求 め、同時 に部屋 と して 居心地 の よ い 色

にす る こ とで あ る 。選 択 され た基準色 は 5R7 〆8 、

5Y8 〆6、5G8 〆4 、5B4 〆8 、5P814 、25Y8 ！2 であ

る 。 しかし、実物の壁紙、カーテン 、カーペ ッ トの

色は基 準色に該 当する色はな く、色 見本 帖か ら基 準

色に近い色を選んだ 。

　実際に用い た色は、ミ ノル タ色彩色差計を用 いて

測色 した。表 1に 示す 6色 で あ る 。こ れ らを以後、ピ

ンク （R）、黄 （Y）、緑 （G）、青 （B）、紫 （P）とオ

フホワ イ ト （w ） と呼称 する 。 被験 者は女子 学生

（21 〜22 才） 15 名であり、部屋の端中央に椅子 を

置き 、窓側 の カ
ー

テ ン に向か っ て 楽に 腰掛けた状態

で体験 しても らう。部屋 の壁紙 、カ
ー

テ ン 、カ
ーペ

ッ トの色替えは、］色に つ いて 15名の被験者が実験

を終了 した後に行 っ た。実験期間は 2000 年6 月
〜7

月であ る。実験所要時間 は 1回につ き約 30 分 、色替

え毎 に 6 回繰 り返 した 。 平均室内温度 25 ℃、湿度

60 ％ で あっ た 。

表 1　 室内空間を構成する色

　 　 基準 色

　 色 名　 　 　　 　 マ ン セ ル 記号

　 ピンク　　　　 5R　7／8
　 黄 　 　 　　 　5Y　 8／6
　 緑 　 　 　　 　5GS ／4

　 青　　　　 5B 　 4〆8

　 紫　 　 　 　 　 5P 　 8〆4

オフホ ワイト　 　 2．5Y 　 8／2

　 壁

9．6R 　6．3〆5、7
2．4Y　8、5／3．5
8．2GY 　74 〆1．4
3．BP 日　6．4／8．9
5．7P　7．0〆5．0
4．2Y　8．1／1．4

室 内箇所

　 カ
ー

テ ン 　　　　　カ
ー

ベ ツ ト

4、DR　6．4／6．3　　6．1R 　 4．3／4．0
1．8Y　3．2／3．1　　 4．7Y　5．4／3．2
2．2G 　 7．1A ．1　　 04GY 　5、OIO．8
4．8PB 　4．7／7．8　 4．6PB 　2、5〆66
3．8P　6．1／6．3　　 7．5RP　5．3／21
2．OY　B．2／0．7　　　 1．1Y　6．2／T．6

2，実験方法

　名古屋市内のマ ン シ ョ ン の
一

室 6畳を使用 し、ソ フ

ァ とテ
ー

ブルのみ を配置 した。ソ フ ァ の 色はN7 の灰

色 の 布 で 形状 に 合 わ ぜ て 覆 っ た 。 部 屋 の 照 明 は

HITACHI ハ イルミ ッ クD32 形 30W （FCL32EX −

D 〆30 ）を用 い た。壁紙、カ
ー

テ ン、カーペ ッ トで構

一

　　 2．1 生理反応評価実験

　　 2，1．1 脳波の 測定 ・解析

　　　脳波の測定で は、前頭部 は感情や情操、頭 頂部は

　　理解や認識、後頭部は視覚刺激 に関わ りが深い とさ

　　れ て い る。そこ で 本実験では脳波の測 定部位 を、前

　　頭部、頭頂部、後頭部 を含む頭皮上 8 部位と した 。

　　　脳 波 の測 定 に は 、エ ヌ エ フ 回路設計ブ ［コ ッ ク製

　　 0523A 脳波計を用い た 。 銀 一塩化銀皿 電極を 用い 、

　　国際 10 ／ 20 法 に準 じ て 、頭 皮 上 8 部 位 （fp1 ・

　　fp2 ・C3 ・C4 ・P3 ・P4 ・01 ・02 ）を活電極と し、

　　耳朶を不関電極 と し て単極誘導 法で行 っ た。本 実験

　　で は、単極誘導 した頭皮 上各部 位電極 と 耳 朶間 の 電

　　極の 電位 差を デ
ー

タ収録ソ フ トウエ ア （5100 シ リ
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一
ズ　デ ジタル 生体ア ン プ シ ス テム）に磁気記録 し

た 。解析 に は 、リラ ッ ク ス や快適感 と関係が深いと

され 、安静覚醒時に優勢成分で ある α 波帯域に着目

し、原波 形パ ワ
ー

ス ペ ク トラムデ
ー

タよ り、空間の

色刺激と各電極部位の α 波成分の含有率を求めた。

　次に磁気記録された原脳波を50ms 間隔で再サン プ

ル を行い 、512 ポ イン ト （25 ．6秒）区間乙 とに

FFT （Fast　FQurier　Transform：高速フーリニ［変換）に

よる スペ ク トラム解析を行 っ た。ゆらぎ係数の算出

におい ては、ゆらぎ周波数とス ペ ク トルを両 側対数

に変換 した後、ゆ らぎ ス ペ ク トルの 低周波領域の 値

を対象に直線 回帰式 を当てはめ、傾ぎの大きさを数

値化 した 。

一般にゆ らぎス ペ ク トル は右肩下 が D の

ス ペ ク トル 構造を示すの で 、傾きは負符号 となる 。

便宜上傾斜係数の絶対値をも っ て ゆらぎ係数と した 。

したが っ て、係数が 1に近 いほ ど、周波数ゆ らぎ ］1f

型 を示 し、0に近い ほど白色化する。

　空 間内に入り直ちに被験者に閉眼を指示 し、閉眼2

分、開眼 2 分、閉眼2分の計 6分の脳波、心 電を測定

した 。 本研究では、開眼 60 秒間の α 波含有率とゆ ら

ぎ係数を求めた 。

2，1．2 心拍変動の測定

　心電の沮1」定は、心電計 （AD 　Instruments　Japan 製）

を用い 、胸部 3点誘導で導出した。 解析は解析ソ フ ト

ウ エ ア （AD 　lnstruments　Japan製 Chart　v3 ．6）を使

用 した。心臓の拍動周期の うち、洞 結節に対する自

律神経入 力の ゆ らぎに起因するもの を心拍変動と い

う。 心拍変動は通常、心電図の R − R間隔変動と して

測定 される ．

　本実 験で は、周 波 数領域の 分析 （freque ［cy

domain　analysls ）で ある、心拍変動ス ペ ク トル解析

を用いた。

　開眼時の色空間刺激60 秒 間に つ いて解析 を行な っ

た 。

　心臓にあ る洞 結節 は交感 神経 と副交感神 経によ っ

て 拮抗的に支 配され る。副交感神経は低 い周波数か

ら高 い周波数 まで広 い範囲の心拍変動を伝達しうる

（HF成 分 ＞ 0．15Hz ）。周 波数が0 ，15Hz よ D低い LF

成分の 発生に は交感神経お よび副交感神経 のゆ らぎ

が 関与 し得るが 、HF 成分 は交感神経の伝達可能周波

数 以上の領 域にあ るの で 純粋 に副交感神経 活動に よ

つ て媒介される。
b ）

　 本研究で は 、空 間 の 色 の 違 い に よる精 神的負荷 に

一
…
　　

…
　 　　 　　 　

．
　 118

つ い て、心拍変動スペ ク トル解析 におけるLF、　 HF成

分を 自律神経活動の 評価指標と して用 い検討を行 っ

た。HF 成分は精神的負荷 に つ い て 、　 LF！HF成 分の比

より、室内空間の色の違い による自律神経活動のバ

ラ ン ス傾向を検討した。

2 ．2 心理評価実験

生理反応評価実験終了後、同
一色空間 内において同

一
被験者が心理評価を行 っ た 。 各々の色空間におけ

る イ メ
ージを求め るため に ］8対の 形容 詞を選 定 し

（表 2、評定項目を参照 ）、7 段階評価を行 っ た 。 被験

者各個人の 形容詞の 評定値を変数と して主因子法に

よる 因子 分析を 行 い 、バ リマ ッ ク ス 回 転を施 して 、

固有値が 1以上の因子 を抽出し、因子 負荷量 と被験者

個人の各室内色空間別因子得点の平均値を求めた 。

3 ．実験結果

3．1 脳波

3．1．1 色空間と α 波含有率及び 1／fゆらぎ

　測定部位における α 波含有率平均値の推移 を図 1に

示す 。 同時に標準偏差を示す 。 図の左側は左脳、右

側に右脳を示す。前頭部位 （fp］、fp2）か ら彳筮頭部

位 にか けて α 波 含有率が増 加する 傾向が 認め られ 、

後頭部位 （01 、02 ）で高値を示す。

　各室内色空間の平均 α 波含有率は、標準偏差が大

で あ り、個人差が ある もの と推察さ れる 。そ こ で 、

左脳、右脳の 8測定部位の α 波含有率合計を被験者毎

に求め 、1元配置分散分析と多重比較解析を試みた。

有意差の認め られた被験者は 15名中 9名で あ り、6

名 は認め られなか っ た 。 有意差の 認 め ら れ た被験者

につ い て 、黄と他の 5色 （ピ ン ク、オ フ ホ ワ イ ト、青、

緑、紫）に有意差が認め られたの は3名であ り、ピン

ク と他の 5色に 有意差が認 め られた被験者は2 名 で あ

る。他の被験者では青とオフホワイ ト・黄 ・紫が 1名、

オ フ ホ ワ イ トと青 ・紫、青と緑が 1名、黄 とピ ン ク
・

青が 1名で あ る 。ピン ク と 紫、青とオ フ ホ ワ イ トに 1

名有意差が認 め られた 。

　各被験者が い ずれの色 空間 にお いて最も α 波 が喚

起され るかを調べ る ために 、頭部測定 部位全体 の α

波含 有率の合計値を用 い て、被験者 15 名個人別に各

色空 間に 順位を つ け て 比較 した 。 こ れを図 2 に示 す 。

α 波含有率に お い て 、黄 空 間が 1位 の被験 者 は 5名

（被験者 No ．； α 波含有率の合計値を示す 。
　 NQ ．41

38270 、No 　5 ；451 ．38 、　 No ，8 ； 196 ．23 、
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図 1　 測定部位別に見た各室内色空間と α 波含有率平均値及び標準偏差
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目 紫

ロオフホワイト

No ．9 ；83 ．67 、　 No　1］； 227 ．46 ）、オ フ ホ ワ イ ト

（No ．6 ； 23324 、　 No ．7 ； 1 τ1 ．20 、　No ．10 ；

232 ．70 ）、ピンク （NO ．1； 335 ．34 、　 NQ．12 ；

］ 78 ．83 、 No ．14121 ．42 ）、 青 空 間

（NQ．21239 ．53 、　No　3・246 ．51 、No ］51210 ．47 ）

各3名、紫空間 （No　131150 ．］4）は 1名、緑空 間

は 0名である。こ れ らの結果か ら若干の例外はあるが、

黄、ピ ン ク、オ フホ ワイ ト、青の室 内色空間はα 波

含有率が高い とい えよう。

　 1 ・2 位を合計 した上位2 位につ いて 占め る色空 間

は、ピ ンク空間が9名と多 く、黄空間が 7 名とオフホ

ワイ ト空間は 6名、青空間は 5名、紫空 間は 2名、緑

空 間は 1名であ っ た。5 ・6位の 下位を合計す ると緑

と青空 間が 7名で最も多い。したがっ て 黄、オ フ ホ ワ

イ ト、ピンク空間は被験者別 α 波含有率合計 におけ

る各色空間順位か ら α 波 による快適性 ・
リラグゼ

ー

シ ョ ン 効果 が高い も の と判断さ れ る 。 青空間は α 波

含有率の上位と下位の 被験者の数か ら両極に分離す

る こ とを示唆 し て い る 。 α 波 含有率は、色空間にお

い て個人差が認め られるが 、緑 ・紫 ・青は ピ ン ク ・

黄
・
オフホ ワ イ トに比して概 して低い。

　図 1の α 波含有率平均値では黄 空間 ・オフ ホ ワイ ト

空 間が高く、ピンク空間は左脳で高く、青空間は右

脳で高 い 結果 を示 して お D 、順位 による個人の 結果

L二．　
一

　　　　　　　
．『 一

一

と大略対応 して い ると見てよいもの と判断した 。

　筆 者 らの 光 色刺激 に おける 研 究
1）

の 結 果 で は 、

5R7 ／ 8、5R5 ／ 6、や 5R3 ／ 6の赤、5Y8 ／ 6や

5Y5／6の黄は、緑、青の高明度
一
中間彩度に比較 し

て α 波含有率が有意に 抑制された結果 が得られ て い

る 。 室内色空間に おい て は黄、ピ ン ク、オフホワイ

トが緑 、 青、紫に比 して α 波 による快適性及びリラ

グゼーシ ョ ン が高い こ とか ら反対の効果が示唆され

た 。刺激対象となる もの及び色が光源色が物体色か

の 相違によっ て効果は異な るものと推測される。

　前頭部位 （tp　1、fp2）における α 波サイクル周期

（α 波サイクル の ゆ らぎ）よ り、色空間の α 波 の ］／ f

ゆらぎ値に つ い て検討 した。被験者 15名中、前頭部

位fp　1、fp2 の どち らか
一方でも ゆ らぎ値が 0 ．7以上

1．09 以下の 値が得られた被験者数を図 3 に示 した 。

1／ fゆらぎ値は 1の とき最 も快適性が高い と評価され

て い る 。 1に近 いゆ らぎ値を示す被験者は 、ピン ク 、

黄 、紫空間 で 多数を示 した 。 す なわち 、ピ ン ク空 間

は8名、黄、 紫空間は各7 名の被験 者に見 られた 。 青

空間 は 6名、オ フ ホ ワ イ ト空間で は5 名、緑空 間 は4

名であ っ た。 1／ fゆ らぎ値か ら快適性を考 察す る と 、

ピ ン ク、黄、紫の 暖色系 に近 い色 を使用 した室内色

空間 を 快適 と感 じる傾向があることを示唆 している。

　ピン クと黄 空間は α 波含有率か ら快 適性 ・リ ラ グ
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ゼー
シ ョ ン効果を示 し、紫空間はその効果は低い が、

1／ fゆ ら ぎ値に つ い て は快適性が認め られ た。光色

刺激で は、G − Pの色相に ］／ 1ゆ らぎが認め られ て お

り紫空 間のみ
一

致 している が、ピン クと黄 空間 は結

果に差異がある。朿1」激対象となる色 の 相違 に より快

適性は異なるものと推察される。

3，1．2 色空間と心拍変動ス ペ ク トル解析

　心拍変動ス ペ ク トル解析によ （）　HF 成分と LFIHF 成

分を導いた 。 HF成分は、高値ほど精神的負荷が少な

い 。 被験者 15人の平均 した結果を図4に示す 。

　HF 成分が高い色空間は黄、ピン ク、紫空間であり

精神的負荷が少なく、オフ ホワ イ トにおい て は低値

で あ D 精神的負荷がある こ とを示唆 して いる 。こ れ

は 1／ fゆ らぎ と
一

致 した傾向を示 していた。HF 成分

と 1／fゆらぎ値とは同様の快適性を示すもの と予測

される。

　LF／ HF 成分の平均 値において、 1よ り小 であるオ

フ ホ ワ イ ト、ピ ン ク空 間は副交感神経側に煩き、緑

が 高値を示 し交感 神経側に傾い て い る。黄 、青、紫

は 、中間の 値を示 している 。 オフホワイ トは HF 成分

が 低く、精神的負荷を有す る 。ピ ン ク 、黄、紫空 間

か ら生ずる HF 成分 と 1／ fゆ らぎが生体をよい意味で

の快い興奮状態に導くもの との推察 した 。

3．1．3 心理評価 ・因子分析

　生理的測定 の後、SD 法 を行 い 、主因子法 による因

子分 析に よ っ て 室 内色 空 間 のイ メ
ー

ジ を解析 した 。

因子負荷量を表2 に示す 。 第 1因子 は 「快い 一
不快な」

の 因子負荷 量が 0．90 、「好き一嫌 い」は 0．88 、「居

心地がよい
一

居 心地が悪 い」 は 0 ．87 な どで あ り 、

「くつ ろぎ ・評価性」の 因子と した 。 第 2因子は 「明

る い
一

暗い 」が0 ．61 の 他に、「ス トレス を感 じない

一
ス トレスを感 じる」が一〇．60 、「陽気な

一陰気な」

が0 ．59 、「刺激的な一平静な」が 0．59 と因子負荷量

が大で ある 。 こ れ らは第 1因子におい て も 因子負荷量

が高い値を示 したも ので ある 。これ らを考慮 して

「活動 1生」の 因子と した 。 第3因子は 「暖か い 一涼 し

い」
− 0．67 、「は っ ぎ りした

一
ぼんや りした」 0、62

な どの因子負荷量が高く 「寒暖」の因子と した。第3

因子 までの累積寄与率は69 ．6 ％ である 。 室内色空間

の イメ
ー

ジは 「くつ ろぎ ・評価性」、「活動性」及び

「寒暖」の 3因子で構成 されていると した。

　平均因子得点を求め 図5 に示す。「くつ ろぎ ・評価

性」の因子が高い も の は、黄 （因子得点 ； 1030 ）

とオ フ ホワイ ト （因子得点 ；0．905 ）の空 間で あ り、

ピ ン ク （− 0 ，188 ）と緑 （0 ，］09 ）の色空 間は申庸 、

紫 〔
− 0 ．973 ）と青 （

− 0．814 ）の 空間は低 い 。

「活 動 性 」の 因 子 で は ピ ン ク （0 ．864 ）、黄 空 間

450
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癒　300

02507

　 200

」L
＝ t50
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5° 10
ピンク 黄 緑 　　 　　 青
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図4　HF 成分 ・LF／HF 成分 と心拍数 の 平均値及び標準偏差
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表2　因子分析結果

因子 評定項 目
因子　 。

Factor　1F8ctor 　2Factor 　3 共通性

い一不 　 3 090 0．04 0」20 ．82
好き一嫌い 088 0．19 0，040 ．80

居心地がよい一居心地が 悪い 0．87 0．00 0．090 ．77
くつ ろぐ一圧迫される 0．86 一

〇．10 0．050 ．76
ス トレス を感じない一ス トレ ス を感じる 0．81 一〇．60 0．1唱 α68

軽し一 重 い 0．73 0．03 0」4 O．55
1 くつ ろぎ 調和 の とれた一不 調和な 0、73 一〇．07 一〇．030 ．54
評価性 陽気な一陰気な 0．710 ．59 0．D4O ．85

落ち着きの ある一落ち着きのない 0．71 一〇．46 一〇．020 ．71
広く感じる一狭く感じる 0．68 一〇．24 0，33 α63

上 品な一下品な 0．65 一
〇．09 α080 ．44

刺激的な一平静な 一
〇．64 0，59 0．010 ．76

個性的な一平凡な 一〇．63 0．45 0．04 0．61
元 気が出る一疲れる 0，61 0．46 0．24 0．64

巫 ， 明　い 　　い 0．6 ．61 0」）70 ．フ4
かし一

源 しい 0．42 0．40 一〇．670 ．79
皿 寒暖 はっ きりした一ぼん や りした 一

〇．42 0．43 0．620 、75
柔らか い一一硬 い 0．55 α23 。0．59 0．70

8．91 2，20 1．43
与　 ％ ） 49．5012 ．20 7．90

（％ 〉 49．5061 ．7069 ．60

　L −一一
一・1．5

紫

△

．1書
一

．0．5

活樺
の X子

ピ，ク …

。， 1

．
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II
．50「
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（0 ．7 ］4 ）が 高 く、紫 （0 ．093 ）、青空 間 （
−

0 ．012 ）が中庸、オフホワイ ト （− 0 ．562 ）、緑空

間 （− 1．050 ）が低い 。 「寒暖」の 因子 で は暖色系の

色 で ある ピ ン ク （
一・0 ．784 ）、黄 （

− 0517 ）、紫

（− 0 ，295 ）は暖色系の性格を示 し、寒色系の 色で あ

る青 （0．952 ）、オフ ホワイ ト （0．57D は寒色系

の性格 を示 していた。緑 （0039 ）は中庸 を示 して

い た。

4．考察

4 ．1 α 波含有率 ・1／fゆ ら ぎ値と HF 成分、　 LF ／ HF 成

分との関係

　室内色の異 な る 実空間 を造 り、本実験を 行 っ た 。

その 生理的効果の中枢神経活動の指標であり、心理

状態を推測す る上 で 欠かせな い 脳波計 測によ りα 波

含有率を求めた 。 α 波含有率に は、個人差があ り、

被験者別に α 波含有率合計の 高い 値から川頁位をつ け

て色空間別 に検討 した結果 、黄、ピ ン ク、オ フ ホ ワ

イ トが高く、緑、欝、紫が低い 結果を示 した。これ

は α 波含有率の 15名の平均値の高低とほほ
．一

致する

結果とな っ た 。

　室 内色 空 間と 周波数ゆらぎ特性で は、吉田
6 ，

は、

快適 または リラ ッ ク
．
ス した状態で の α 波の 周波数ゆ

らぎが、ゆ らぎ周 波数の逆数にほぼ比例 して低下す

る傾向 （1／ fゆらぎ）が認められる ものの不快な状

態で は、この特性 が認 め られ ない こ とを確認 して い

る 。 本実験 にお い て、1／ fゆ らぎが認 め られた もの

にピン ク、黄 と紫の 色 空間が あ る 。こ れ ら は 主に暖

色系の性質を有する 1，

　中枢神経活動の指標 となる α 波含有率と自律神経

活動を示す HF 成分 ・LFI　HF 成分との 間の 関係を調 べ

るために、測定部位毎に各色空間にお ける各被験者

の α 波 含有率と LFIHF成分を変数と して重回帰分析を

行 っ た。標準化係数と検定の結果を表3 に示 す 。 α 波

含有率とLFI　HF 成分との 間には中心部c3 、　 c4 を除い

て 、頭頂部か ら後頭部の p3 、　 p4 、01 、02 にお い て

50／o 有意性 が認め られた 。 標準回帰係 数が負 の 値 を示

して お り、LF！HF成分と α 波含有率は負の 相関を示す。

LFfHF成分が 1以下の場合、副交感神経と交感神経の

作用 におい て、そのバラ ン ス が副交感神経側 に傾い

て い る と き α 波含有率が高く な る 関係が示唆さ れ た 。

同様に α 波含有率とHF 成分との重回帰分析を試みた

が、有意性 は認 め られなか っ た 。 しか し、有意確率 は

0 ．11 ＞ p＞ 0 ．08 の 関係に あ り 、か な り低値を示 した

ことか ら α 波含有率との関連づ けも可能と判断した。

　以上 の生理 的指標に基づき 、室内空 間色を 評価す

るとオフホワイ トと ピン クは LF／HF 成分の平均値が 1

より小 で あ り、副交感神経側に 傾く。HF成分の 平均

値は、黄、ピン ク、紫空閻の 順に高 く、自律神経系

において精神的負荷が少ない ことが示 唆され た 。 こ

れ らの 色空 間は ］／ fゆらぎが見られて い る。

4 ．2 心理評価と生理評価との 関係

　心理 評価で ある色空 間の イメージ は 「くつ ろぎ ・

評価性」、「活動性」及 び 「寒暖」の 三 因子 で 構成さ

れて い る 。 中枢神経反 応評価である脳 波よ り解析 し

た α 波含有率、］／ fゆらぎ値、心拍変動ス ペ ク トル

より解析 した HF成分 、　 LF／ HF成分 を各色空 間に つ い

て 求め、両者の関係を検討 した。

　 α 波含有率が高い 黄、ピン ク、オフ ホワイ トの室

内空間はくつ ろぎ効果を導く。因子分析の結果、「く

つ ろ ぎ ・評価性」の因子 の得点は、黄 とオ フ ホ ワ イ

トが かな り高い 値を示 し、ピ ン クは中庸で あ っ た e

ピ ン クは α 波含有 率のみな らず ］／ fゆらぎ 、HF 成分、

LF／ HF 成分の生理学的指標がくつ ろ ぎ効果 や精神的

負荷の ない優 れた快適環境 を提供する 。しか し、心

表3　重回帰分析

。 位 c3 c4 3 4 01 02ら
化係 一1．82 一1．69 一

〇．12 一
〇．22 一

〇．23 一α25
意 ＊ ＊ ＊ ＊

＊：5％

表 4　形容詞対におけ る色空間の評定平均値

形 容詞対
色

ン フホワイト
隔
　 3一平 客 4．60 2．8フ 2．60 4．074 ．60 2．20

個性的な一
平 凡な

暖かい 一 涼しい

　 　 い 一　 　い

4．605
．605
．00

2、935
．67657

2．803
．603
．87

4．932
．734
、07

5．603
．674
．00

2，203
．605
．53
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理的指 標の 「くつ ろ ぎ ・評価性」の 因子 に お い て は

中庸を示 してい た 。 そ こで 、「くつ ろぎ 活平価性」の

因子の 形容詞 対の評定平均値をピン ク
・
黄 空 間とオ

フ ホ ワ イ ト空 間に つ い て 比較 し、差異 の 大 きな項 目

に注 目 した。これを表 4 に示 す。「朿1」激的な
一

平静的

な」 にお いて ピン ク空間は （評 定平均値 ：4 ．60 ）、

黄空間 （2．87 ）、オフ ホワイ ト空間 （2．20 ）であ り、

「個性的な一
平凡な」は ピン ク空間 （4 ．60 ）、黄空間

（2．93 ）、オフ ホワイ ト （220 ）であ っ た 。 ピンク

空 間は黄やオフ ホワ イ ト空間 に比較 して 、刺激的 、

個性的な空間で あ り、「くつ ろぎ ・評価性」の 因子 の

得点低下をも た らすも のであ ると考えた 。室内空 間

の色は、刺激や個性が適度であ り、落ち着いた空間

が求め られ て いる こ とを示唆 して い る 。 緑の 空間に

おい て 、 α 波含有 率は 低値 で あ る が 、刺 激 的 な

（2．60 ）と個性的な （2 ．80 ）の評定平均値が低い た

め、「くつ ろぎ ・評価性」の因子得点は高値になる。

　ピ ン ク、黄、紫の空間は共に 「活動性」の因子の

側に、「寒暖」の因子で は暖の側に存在 し、暖色系の

性質を 示し、3色共に HF 成分が高値を示 し、1／ fゆ

らぎが み られ た。した が っ て、「活動性」と 「寒 暖」

の因子 にはHF 成分と 1／1ゆ らぎがともに関与するも

の と推定さ れ る。ピ ン ク ・黄 ・紫空 間か ら生 ずる

「活動性」の因子と 「寒 暖」の 「暖」の因子が精神的

負荷の すくな く、生体はよい 意味での興奮状態にあ

D 、快適に感 じる こ とが示唆された。ただ し、「活動

性」の 因子 には 「くつ ろぎ ・
評 価性」の 因子 に見 ら

れ る 形容詞 （朿1」激的な 、個性 的な ）の 影響も あ り 、

「活動性」の因子が 「く つ ろぎ
・
評価性」の因子にか

かわ りを持 つ ことも示唆された 。

　青空 間は、α 波含有率が高値を示す被験者と低値

を示す被験者に分離 しN 今回の結果は低い被験者の

方 に傾斜 した結果 とな っ ている 。

　以上 の こ とか ら、室 内色空 間の快適 性は色彩 がも

た らす生理的、心理的バ ラ ン ス の 取れ た状態にお い

て得 られると考え られる 。

5 ．まとめ

　室内色空 間の生理 的な側面 では 、中 枢神経 系の働

きと して の α 波含有率 、 1／ fゆらぎ、自律神 経系の

働きとしての HF 成分、　 LF／ HF成分に基づき、くつ ろ

ぎ効果 、快適性 、精 神的負荷 に つ い て 検討 し、生 理

的効果と心理的効果の両面 よ り色空 間 との 関係を追

究 した 。

「＝
一．

　　　　　　　　　 ．
．

　室内空 間の壁 、カ
ー

テ ン、カ ーペ ッ トに よる内装

色の心理的イメ ージは、「くつ ろぎ ・
評価性」の因子、

「活動性」の 因子及び 「寒暖」の因子の 3 因子よ り構

築される。

　黄 、ピ ン ク、オ フホ ワイ ト空間 は α 波 を喚 起 し、

くつ ろ ぎ効果や、快適性が高く、心理的には 「くつ

ろぎ ・
評価性」の因子を高める 。た だ し、「活動性」

の 因子 と の バ ラ ン ス が影 響する の で ピ ン クの空 間に

おいて は注意が必要で あ る。ま た紫にお い て も同様

である 。

　暖色系 の ピン ク、黄、紫空 間は 1／ fゆ らぎ、HF 成

分が 、「活動性」と 「寒暖」の心理的因子を誘導 し、

この色空間において は生 体がよ い意味での興奮状態

にあり、快適性のある空間となる 。

　寒色系 の 青 、緑空 間 に お い て は 、α 波含有率お よ

びHF 成分共に低値を示 し、室内空 間の快 適性 へ の効

果は弱い 。 しか し、緑空間は朿1」激的 ・個性的な性質

が弱 く、「くつ ろぎ ・評価性」の因子は増大する。

　ピンク、オフホワイ ト空間で はLFIHF成分が小さく、

副交感神経側に神経活動が傾い て い た 。
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